
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ６月１２日（日）、第４７回 

新庄北高校最上校 「 親

子ふれあい大運動会 」が

行われ、大成功のうちに終

了いたしました。梅雨入り

間近ということで、天候の

心配もされましたが、当日

は抜ける様な青空の下、

生徒たちは顔を真っ赤にし、

それぞれの競技で、嬉しさ

も悔しさも体全体で表現し、

最後まで戦い抜きました。 

   結果は昨年に続き青組が連続優勝。3年生が、最高学年の意地を見せ学年優勝しました。 

   当日は多くの、保護者、家族の皆さまにご協力、ご参観頂き誠にありがとうございました。生徒たちの中にも、

素晴らしい高校生活の思い出として残ったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

教育スローガン “どの生徒も伸ばす、伸びる生徒はさらに伸ばす” 

最上校だより 
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第４７回親子ふれあい大運動会 大成功のうちに終わりました 

ご協力、ご声援ありがとうございました！ 

凛々しい顔で入場行進 

両組組頭による選手宣誓 

円陣を組み、気合いをいれ… 

地域の方々にも参加

して頂きました 

学年対抗親子綱引き 

運動会の目玉種目の一つです 

疾走！男子２００ｍ走 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４月に入学してから２か月が過ぎ、ようやく高校

生活にも慣れた頃に、毎年１年生を対象に、出身中

学校の先生方においで頂き生徒の様子を見ていた

だいています。当日は、美術・書道の選択授業をみ

て頂きました。 

その後、中学校ごとに分かれて懇談会を行いました。

「先生、私頑張っているよ！」と報告していた生徒も

いました。    

 

  

   

  ３年生は進路選択・決定をしなければならない時期

になりました。 

これから、就職試験、進学試験を迎えるにあたり、外

部講師の方から、 

講義及びに面接指導をしていただきました。 

講義は、全校生徒で受講しました。「高校時代は四

人目の自分に出会うとき」「企業は可能性・意外性を求

めている」など大変ためになるお話をして頂きました。 

３年生は面接指導もして頂き、試験に向け気持ちが引き締まっていました。 

 

  

 最上校 Do moreプロジェクトの一環として、香川大学教授 坂井聡先生をお

迎えして、「身のまわりの物を活用して苦手を克服しよう」の演題で、全校生徒

に向け講演をして頂きました。 

 坂井教授は ICTを活用して、学習面や生活面の苦手を克服する方法を研究

していらっしゃいます。 

 できない＝やれないではなく、できるようになるために、色々な ICT等を活用

して、もっと生活しやすい学習しやすい環境をつくることが大切だというお話を

聞き、生徒たちは熱心にメモをとっていました。 

  ６月２２日  中学校の先生と語る会（１年生）が行われました 

   ６月２３日  進路ガイダンスが行われました 

お忙しい中、足を運んで頂きありがとうございました。 

   ６月２４日  香川大学 教授 坂井聡 先生をお迎えして講演会が行われました 

最上校図書館を今年も開放いたします。 

詳しくは図書館からの案内をご覧いただくが、学校までお問い合わせください。 

 

 

新種目 玉入れ 

女子も軽トラックを押します 親子大玉送り ３年生が優勝 

混合リレー 百足チーム 

足並みも心も一つに！ 

親子二人三脚 


